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ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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建　　　設 16
13
26

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成23年1月20日　～　1月25日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内107事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

23
84.2%
56.5%

回答数
61.7%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
107
19

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

60.5%

▲25＞DI

22 11 50.0%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
８月 ▲ 38.0 ▲ 50.0 △ 21.4 ▲ 58.6 ▲ 42.8
９月 ▲ 44.7 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ▲ 72.0 ▲ 50.0

１０月 ▲ 40.7 ▲ 40.0 ±0.0 ▲ 56.6 ▲ 53.3
１１月 ▲ 32.8 ▲ 50.0 △ 12.5 ▲ 51.7 ▲ 28.5
１２月 ▲ 39.7 ▲ 28.5 ▲ 14.2 ▲ 53.8 ▲ 50.0

１月 ▲ 28.7 ▲ 12.5 ▲ 30.7 ▲ 38.4 ▲ 27.2
見通し ▲ 31.8 ▲ 12.5 ▲ 38.4 ▲ 38.4 ▲ 36.3

【製造業】からは、「景気の改善が見えてこない。まだまだ国内のデフレ感が続いているよう」（その他の機械・同部分品
製造業）とコメントがあった。

【平成２３年１月の調査結果のポイント】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲28.7(前月水準▲39.7)となり、マイナス幅が
△11.0ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲27.2(同▲
50.0)、建設業▲12.5(同▲28.5)、卸小売業▲38.4(同▲53.8)である。特に、サービス業はマイナス幅が△22.8
ポイントと大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲30.7(同▲14.2)である。

【建設業】からは、「受注量は少々増えているが内容が非常に厳しい。安定化に対策が必要」（板金・金物工事業）、「相変わら
ず景気停滞。仕事量の動きはあるものの適正な価格と言えない部分も多く、品質の低下にならないか心配」（電気工事業）と
コメントがあった。

○

≪業況DIがマイナス20ポイント台へ回復≫

◎エコポイント

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「住宅エコポイントを活用した耐震＆省エネリフォーム工事の受注が順調に推移しています」（一般土木建築工事
業）、「エコポイント制度期間を延長してほしいと思う。建設業界も少しはよくなるのではないか」（一般土木建築工事業）などの
コメントがあった。

各業種から、「当店では競合店舗の進出等の影響で前年対比で若干売り上げが減っているが、地区内店舗の平均では伸び
ている」（その他の各種商品小売業）、「初売りは好調であったが、連休明けには動きが止まり、前年数字確保は難しい情勢で
ある」（その他の各種商品小売業）、「毎年盛況である初売りは、入店客数は前年を上回ったものの、売上高は買い上げ率客
単価の低下により、前年を若干下回った。セールでは入店客数は昨年対105.2％と好調であったものの、売上高は昨年対
96.3％という結果であった。内容的には入店客数の増加により飲食店業種は好調であったが、衣料品を中心に買い上げ率の
低下が顕著にみられたことから苦戦する店舗が多かった」（各種商品小売業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「寒さのせいもあるのか客足が遠く感じます。成人式の日程を変えるまではそこそこ需要があったのです
が、今は一週間早くそれも終わってしまいます」（食料・飲料卸売業 ）、「青果物の新年後の動向は厳しい寒さが響き、野菜は
入荷減少に伴う単価高となり、果物も主力商品が大幅に減少していることから高値となり、総体的に利益はやや減少傾向で
あります。生鮮食品の流通は今後ますます変化する」（食料・飲料卸売業）、「卵・砂糖・アーモンド等原材料が値上げ傾向」
（菓子・パン小売業）、「寒波の為冬物在庫が減少し売上にプラス。大口のお客様の注文が例年並みにあり。新規受注もある。
昨年発行した割引カードの効果が出てきた。ただし子供用品が主体であるが、子供手当の効果は見えない」（その他の飲食
料品小売業）など多くのコメントが寄せられた

各業種から、「建築新規物件に福祉関係が多くなって、全体の件数が少ないため、価格の下降が止まらない」（一般産業用機
械設備製造業）、「採算割れ販売の回避上、１月から小売価格を値上げしたため、取引先の切り替えが多発した」（燃料小売
業）、「宿泊はビジネス需要の動きが悪く稼働一室単価ともに落とす。安価でインターネット出しするも稼働上がらず。企業の出
張費を含めた営業諸費の引き締めはしばらく続くと思われる」（ホテル）など、さまざまな声が上がってきた。

◎売上減少

◎価格下降
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平成22年 平成23年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 38.0 ▲ 44.7 ▲ 40.7 ▲ 32.8 ▲ 39.7 ▲ 28.7 ▲ 31.8 ( ▲ 39.7 )

建　　　 設 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 40.0 ▲ 50.0 ▲ 28.5 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ( ▲ 35.7 )

製　　　 造 △ 21.4 ▲ 6.6 ±0.0 △ 12.5 ▲ 14.2 ▲ 30.7 ▲ 38.4 ( ▲ 42.8 )

卸 ・ 小売 ▲ 58.6 ▲ 72.0 ▲ 56.6 ▲ 51.7 ▲ 53.8 ▲ 38.4 ▲ 38.4 ( ▲ 30.7 )

サ ー ビ ス ▲ 42.8 ▲ 50.0 ▲ 53.3 ▲ 28.5 ▲ 50.0 ▲ 27.2 ▲ 36.3 ( ▲ 57.1 )

○

○

先行き見通し

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲28.7(前月水準▲39.7)となり、マイナ
ス幅が△11.0ポイント縮小した。

【平成２３年１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲31.8（前月水準▲39.7）とな
り、マイナス幅が△7.9ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲12.5(同▲35.7)、サービス業▲36.3(同▲57.1)、製造業▲38.4(同▲42.8)である。特に、建設業
はマイナス幅が△23.2ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業
種は、卸小売業▲38.4(同▲30.7)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
27.2(同▲50.0)、建設業▲12.5(同▲28.5)、卸小売業▲38.4(同▲53.8)である。特に、サービス業はマ
イナス幅が△22.8ポイントと大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲30.7(同▲
14 2)である。

平成２３年１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２３年１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２３年１月の業況

１月

3



平成22年 平成23年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 26.7 ▲ 38.8 ▲ 21.0 ▲ 21.9 ▲ 20.5 ▲ 24.2 ▲ 16.6 ( ▲ 35.2 )

建　　　 設 ▲ 21.4 ▲ 26.6 ▲ 6.6 ▲ 50.0 ▲ 14.2 ▲ 25.0 ▲ 12.5 ( ▲ 28.5 )

製　　　 造 △ 35.7 △ 13.3 △ 12.5 △ 25.0 △ 7.1 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ( ▲ 50.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 48.2 ▲ 76.0 ▲ 43.3 ▲ 34.4 ▲ 30.7 ▲ 30.7 ▲ 15.3 ( ▲ 23.0 )

サ ー ビ ス ▲ 50.0 ▲ 41.6 ▲ 26.6 ▲ 21.4 ▲ 35.7 ▲ 18.1 ▲ 18.1 ( ▲ 50.0 )

○

○

【平成２３年１月の売上についての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲24.2(前月水準▲20.5)となり、マイナ
ス幅が▲3.7ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲18.1(同▲35.7)であ
る。変らない業種は、卸小売業▲30.7(同▲30.7)である。プラスからマイナスに転じた業種は、製造
業▲15.3(同△7.1)であり、▲22.4ポイントと大幅に悪化した。マイナス幅が拡大した業種は、建設業
▲25.0(同▲14.2)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲16.6（前月水準▲35.2）とな
り、マイナス幅が△18.6ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、すべての業種においてマイナス幅が縮小する見通しであり、幅の
大きい順に、サービス業▲18.1(同▲50.0)、製造業▲23.0(同▲50.0)、建設業▲12.5(同▲28.5)、卸
小売業▲15.3(同▲23.0)である。特に、サービス業はマイナス幅が△31.9ポイントと大幅に縮小する
見通しである。

　　平成２３年１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２３年１月の売上

１月

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２３年１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成22年 平成23年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 49.2 ▲ 47.7 ▲ 32.8 ▲ 36.9 ▲ 33.8 ▲ 33.3 ▲ 27.2 ( ▲ 44.1 )

建　　　 設 ▲ 71.4 ▲ 66.6 ▲ 46.6 ▲ 71.4 ▲ 50.0 ▲ 37.5 ▲ 18.7 ( ▲ 50.0 )

製　　　 造 △ 7.1 △ 6.6 △ 25.0 △ 25.0 ±0.0 ±0.0 ▲ 38.4 ( ▲ 35.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 65.5 ▲ 72.0 ▲ 53.3 ▲ 55.1 ▲ 42.3 ▲ 42.3 ▲ 26.9 ( ▲ 46.1 )

サ ー ビ ス ▲ 50.0 ▲ 41.6 ▲ 40.0 ▲ 35.7 ▲ 35.7 ▲ 45.4 ▲ 27.2 ( ▲ 42.8 )

先行き見通し

　　平成２３年１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ 向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲27.2（前月水準▲44.1）とな
り、マイナス幅が△16.9ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲18.7(同▲50.0)、卸小売業▲26.9(同▲46.1)、サービス業▲27.2(同▲42.8)である。特に、建設
業はマイナス幅が△31.3ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの
業種は、製造業▲38.4(同▲35.7)である。

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲33.3(前月水準▲33.8)となり、マイナ
ス幅が△0.5ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲37.5(同▲50.0)である。
変らない業種は、製造業±0.0(同±0.0)、卸小売業▲42.3(同▲42.3）である。マイナス幅が拡大した
業種は、サービス業▲45.4(同▲35.7)である。

【平成２３年１月の採算についての状況】

○

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２３年１月の採算

１月

▲ 100.0

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２３年１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成22年 平成23年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 26.7 ▲ 23.8 ▲ 23.6 ▲ 21.9 ▲ 32.3 ▲ 33.3 ▲ 24.2 ( ▲ 23.5 )

建　　　 設 ▲ 14.2 ▲ 33.3 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ( ▲ 21.4 )

製　　　 造 ▲ 14.2 ▲ 26.6 ▲ 25.0 ▲ 31.2 ▲ 28.5 ▲ 28.5 ▲ 7.1 ( ▲ 7.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 37.9 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 20.6 ▲ 34.6 ▲ 34.6 ▲ 26.9 ( ▲ 26.9 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 16.6 ▲ 26.6 ▲ 21.4 ▲ 42.8 ▲ 42.8 ▲ 35.7 ( ▲ 35.7 )

先行き見通し

【平成２３年１月の仕入単価についての状況】

○

○

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲33.3(前月水準▲32.3)となり、マイナ
ス幅が▲1.0ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
27.2(同▲42.8)、卸小売業▲30.7(同▲)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製
造業▲46.1(同▲28.5±)、建設業▲31.2(同▲21.4)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲24.2（前月水準▲23.5）とな
り、マイナス幅が▲0.7ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲12.5(同▲21.4)、サービス業▲27.2(同▲35.7)である。変らない見通しの業種は、卸小売業▲
26.9(同▲26.9)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲30.7(同▲7.1)であり、マイ
ナス幅が▲23.6ポイントと大幅に拡大する見通しである。

　　平成２３年１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２３年１月の仕入単価

１月

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２３年１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成22年 平成23年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 7.0 ▲ 4.4 ▲ 6.5 △ 1.3 ▲ 1.4 ▲ 10.6 ▲ 7.5 ( ▲ 7.3 )

建　　　 設 ▲ 14.2 △ 6.6 ±0.0 △ 7.1 ±0.0 ▲ 6.2 ▲ 12.5 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 6.2 ▲ 6.2 ▲ 14.2 ▲ 23.0 ▲ 15.3 ( ▲ 28.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 20.6 ▲ 20.0 ▲ 23.3 ▲ 17.2 ▲ 15.3 ▲ 19.2 ▲ 15.3 ( ▲ 19.2 )

サ ー ビ ス △ 35.7 △ 8.3 △ 20.0 △ 42.8 △ 35.7 △ 18.1 △ 27.2 ( △ 28.5 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、サービス業△18.1(同△35.7)である。
マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲23.0(同▲14.2)、建設業▲6.2(同±0.0)、
卸小売業▲19.2(同▲15.3)である。

【平成２３年１月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲7.5（前月水準▲7.3）とな
り、マイナス幅が▲0.2ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造
業▲15.3(同▲28.5)、卸小売業▲15.3(同▲19.2)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サー
ビス業△27.2(同△28.5)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、建設業▲12.5(同±0.0)で
ある。

　　平成２３年１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲10.6(前月水準▲1.4)となり、マイナ
ス幅が▲9.2ポイント拡大した。

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２３年１月の従業員

１月

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２３年１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成22年 平成23年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 25.3 ▲ 25.3 ▲ 22.3 ▲ 21.9 ▲ 22.0 ▲ 18.1 ▲ 19.6 ( ▲ 23.5 )

建　　　 設 ▲ 35.7 ▲ 26.6 ▲ 13.3 ▲ 21.4 ▲ 14.2 ▲ 12.5 ▲ 6.2 ( ▲ 21.4 )

製　　　 造 △ 7.1 △ 6.6 △ 6.2 ±0.0 ▲ 14.2 △ 7.6 ▲ 23.0 ( ▲ 21.4 )

卸 ・ 小売 ▲ 34.4 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 31.0 ▲ 23.0 ▲ 26.9 ▲ 23.0 ( ▲ 19.2 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 33.3 ▲ 46.6 ▲ 28.5 ▲ 35.7 ▲ 36.3 ▲ 27.2 ( ▲ 35.7 )

先行き見通し

平成２３年１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２３年１月の資金繰りについての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲18.1(前月水準▲22.0)となり、マイナ
ス幅が△3.9ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業△7.6(同▲14.2)であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲12.5(同▲14.2)である。マイナス幅が拡大した業種は、
幅の大きい順に、卸小売業▲26.9(同▲23.0)、サービス業▲36.3(同▲35.7)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲19.6（前月水準▲23.5）とな
り、マイナス幅が△3.9ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲6.2(同▲21.4)、サービス業▲27.2(同▲35.7)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、
卸小売業▲23.0(同▲19.2)、製造業▲23.0(同▲21.4)である。

○

○

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２３年１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２３年１月の資金繰り

１月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 24.2 ▲ 16.6 ▲ 33.3 ▲ 27.2 ▲ 33.3 ▲ 24.2 ▲ 10.6 ▲ 7.5
建　　　設 ▲ 25.0 ▲ 12.5 ▲ 37.5 ▲ 18.7 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ▲ 6.2 ▲ 12.5
製　　　造 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ±0.0 ▲ 38.4 ▲ 28.5 ▲ 7.1 ▲ 23.0 ▲ 15.3
卸 ・小売 ▲ 30.7 ▲ 15.3 ▲ 42.3 ▲ 26.9 ▲ 34.6 ▲ 26.9 ▲ 19.2 ▲ 15.3
サービス ▲ 18.1 ▲ 18.1 ▲ 45.4 ▲ 27.2 ▲ 42.8 ▲ 35.7 △ 18.1 △ 27.2

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 28.7 ▲ 31.8 ▲ 18.1 ▲ 19.6
建　　　設 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ▲ 6.2
製　　　造 ▲ 30.7 ▲ 38.4 △ 7.6 ▲ 23.0
卸 ・小売 ▲ 38.4 ▲ 38.4 ▲ 26.9 ▲ 23.0
サービス ▲ 27.2 ▲ 36.3 ▲ 36.3 ▲ 27.2

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価

9



【平成２３年１月の業種別業界内トピックス】
産業別 概 　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

住宅エコポイントを活用した耐震＆省エネリフォーム工事の受注が順調に
推移しています

エコポイント
受注好調

一般土木建築工事業

エコポイント制度期間を延長してほしいと思う。建設業界も少しはよくなる
のではないか。

エコポイント 一般土木建築工事業

受注量は少々増えているが内容が非常に厳しい。安定化に対策が必要 受注微増
安定化対策

板金・金物工事業

相変わらず景気停滞。仕事量の動きはあるものの適正な価格と言えない
部分も多く、品質の低下にならないか心配

景気停滞
適正価格
品質低下

電気工事業

建築新規物件に福祉関係が多くなって、全体の件数が少ないため、価格
の下降が止まらない

福祉関連建築
受注減少
価格下降

一般産業用機械設備製造業

景気の改善が見えてこない。まだまだ国内のデフレ感が続いているよう デフレ感 その他の機械・同部分品製造業

寒さのせいもあるのか客足が遠く感じます。成人式の日程を変えるまでは
そこそこ需要があったのですが、今は一週間早くそれも終わってしまいま
す

天候の影響
来店客数減少
成人式
需要減少

食料・飲料卸売業

青果物の新年後の動向は厳しい寒さが響き、野菜は入荷減少に伴う単価
高となり、果物も主力商品が大幅に減少していることから高値となり、総
体的に利益はやや減少傾向であります。生鮮食品の流通は今後ますま
す変化する。

天候の影響
入荷減少
青果物単価高
利益減少
流通の変化

食料・飲料卸売業

当店では競合店舗の進出等の影響で前年対比で若干売り上げが減って
いるが、地区内店舗の平均では伸びている。たばこ値上げ前に買いだめ
したものも無くなり、たばこの売り上げが増えている

競合店舗進出
売上減少
たばこ売上増加

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のも
の）

卵・砂糖・アーモンド等原材料が値上げ傾向 原材料値上げ 菓子・パン小売業
寒波の為冬物在庫が減少し売上にプラス。大口のお客様の注文が例年
並みにあり。新規受注もある。昨年発行した割引カードの効果が出てき
た。ただし子供用品が主体であるが、子供手当の効果は見えない

冬物商戦
売上増加
割引カード発行
新規受注
子供手当

その他の飲食料品小売業

採算割れ販売の回避上、１月から小売価格を値上げしたため、取引先の
切り替えが多発した。

価格値下げ 燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

募集すれば何倍かの応募はあるが、欲しい人材が確保できない。 人材確保 書籍・文房具小売業
初売りは好調であったが、連休明けには動きが止まり、前年数字確保は
難しい情勢である

初売り好調
売上停滞
厳しい業況

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のも
の）

毎年盛況である初売りは、入店客数は前年を上回ったものの、売上高は
買い上げ率客単価の低下により、前年を若干下回った。セールでは入店
客数は昨年対105.2％と好調であったものの、売上高は昨年対96.3％とい
う結果であった。内容的には入店客数の増加により飲食店業種は好調で
あったが、衣料品を中心に買い上げ率の低下が顕著にみられたことから
苦戦する店舗が多かった。セール終了後からは店頭は徐々にプロパー商
材に切り替え、春物の早期実売に結び付けていく。

初売り
客数好調
客単価減少
売上減少
飲食業好調
春物商戦

各種商品小売業

サービス

宿泊はビジネス需要の動きが悪く稼働一室単価ともに落とす。安価でイン
ターネット出しするも稼働上がらず。企業の出張費を含めた営業諸費の引
き締めはしばらく続くと思われる

ビジネス需要停滞
単価下降
ネット販売不振
経費節減

ホテル

建設業

製造業

卸小売業
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・ 当店では競合店舗の進出等の影響で前年対比で若干売り上げが減ってい
るが、地区内店舗の平均では伸びている。

その他の各種商品小売業

・ 初売りは好調であったが、連休明けには動きが止まり、前年数字確保は難
しい情勢である

その他の各種商品小売業

・ 毎年盛況である初売りは、入店客数は前年を上回ったものの、売上高は買
い上げ率客単価の低下により、前年を若干下回った。セールでは入店客数
は昨年対105.2％と好調であったものの、売上高は昨年対96.3％という結果
であった。内容的には入店客数の増加により飲食店業種は好調であった
が、衣料品を中心に買い上げ率の低下が顕著にみられたことから苦戦する
店舗が多かった。

各種商品小売業

・ 建築新規物件に福祉関係が多くなって、全体の件数が少ないため、価格の
下降が止まらない

一般産業用機械設備製造業

・ 採算割れ販売の回避上、１月から小売価格を値上げしたため、取引先の切
り替えが多発した。

燃料小売業

・ 宿泊はビジネス需要の動きが悪く稼働一室単価ともに落とす。安価でイン
ターネット出しするも稼働上がらず。企業の出張費を含めた営業諸費の引き
締めはしばらく続くと思われる

ホテル

・ 住宅エコポイントを活用した耐震＆省エネリフォーム工事の受注が順調に推
移しています

一般土木建築工事業

・ エコポイント制度期間を延長してほしいと思う。建設業界も少しはよくなるの
ではないか

一般土木建築工事業

◎価格下降

◎売上減少

◎エコポイント
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　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲10.6に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲9.0で、柏
の方がマイナス幅が1.6ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、建
設業・サービス業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪
い業種は製造業・卸小売業で、いずれも10ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲18.1に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲27.0で、
柏の方がマイナス幅が8.9ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業・製造業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い
業種は卸小売業・サービス業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲33.3に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲34.4で、
柏のほうがマイナス幅が1.1ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種
は、建設業・製造業、サービス業で、製造業は10ポイント以上良い。「柏の
景気」の方が悪い業種は卸小売業で10ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲33.3に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲18.3で、
柏の方がマイナス幅が15.0ポイント大きい。全ての業種において「柏の景
気」の方が悪くなっており、製造業・卸小売業で、いずれも10ポイント以上悪
い。

平成２３年１月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲28.7に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲38.7で、
柏の方がマイナス幅が10.0ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種
は、建設業・サービス業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方
が悪い業種は製造業・卸小売業。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲24.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲31.6で、
柏の方がマイナス幅が7.4ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種
において良く、建設業・サービス業は10ポイント以上良い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 28.7 ▲ 12.5 ▲ 30.7 ▲ 38.4 ▲ 27.2

▲ 38.7 ▲ 48.7 ▲ 26.8 ▲ 37.4 ▲ 46.8

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 24.2 ▲ 25.0 ▲ 15.3 ▲ 30.7 ▲ 18.1

▲ 31.6 ▲ 46.1 ▲ 15.8 ▲ 31.5 ▲ 41.5

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 33.3 ▲ 37.5 ±0.0 ▲ 42.3 ▲ 45.4

▲ 34.4 ▲ 46.5 ▲ 26.5 ▲ 27.3 ▲ 47.1

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 33.3 ▲ 21.4 ▲ 28.5 ▲ 34.6 ▲ 42.8

▲ 18.3 ▲ 22.7 ▲ 24.5 ▲ 10.8 ▲ 18.6

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.6 ▲ 6.2 ▲ 23.0 ▲ 19.2 △ 18.1

▲ 9.0 ▲ 21.9 ▲ 10.1 ▲ 4.0 ▲ 4.2

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 18.1 ▲ 12.5 △ 7.6 ▲ 26.9 ▲ 36.3

▲ 27.0 ▲ 40.4 ▲ 21.4 ▲ 21.6 ▲ 32.7

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

平成２３年１月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO



 調査期間：平成２３年１月２０日～２５日 
 
調査対象：柏市内１０７事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数６６ 

柏 の 景 気 情 報 
（１月の調査結果のポイント）

 柏 

市 

の 

業 

況 
 

業
況
Ｄ
Ｉ
が
マ
イ
ナ
ス
２
０

ポ
イ
ン
ト
台
へ
回
復 

 

１
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(
前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以
下

同
じ)
は
、
▲
２
８
．
７(

前
月
水

準
▲
３
９
．
７)

と
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
幅
が
△
１
１
．
０
ポ
イ
ン

ト
縮
小
し
た
。 

業
種
別
で
は
、
前
月
水
準
と

比
べ
て
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小

し
た
業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順

に
、サ
ー
ビ
ス
業
▲
２
７
．２(
同

▲
５
０
．
０)

、
建
設
業
▲
１
２
．

５(

同
▲
２
８
．
５)

、
卸
小
売
業

▲
３
８
．
４(

同
▲
５
３
．
８)

で
あ
る
。
特
に
、
サ
ー
ビ
ス
業

は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
△
２
２
．
８
ポ

イ
ン
ト
と
大
幅
に
縮
小
し
た
。
マ

イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
業
種
は
、

製
造
業
▲
３
０
．
７(

同
▲
１
４
．

２)

で
あ
る
。 

 

【
建
設
業
】か
ら
は
、「
受
注
量
は

少
々
増
え
て
い
る
が
内
容
が
非
常

に
厳
し
い
。
安
定
化
に
対
策
が
必

要
」（
板
金
・
金
物
工
事
業
）、「
相

変
わ
ら
ず
景
気
停
滞
。
仕
事
量
の

動
き
は
あ
る
も
の
の
適
正
な
価
格

と
言
え
な
い
部
分
も
多
く
、
品
質

の
低
下
に
な
ら
な
い
か
心
配
」

（
電
気
工
事
業
）
と
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。 

 
【
製
造
業
】か
ら
は
、「
景
気
の
改

善
が
見
え
て
こ
な
い
。
ま
だ
ま
だ

国
内
の
デ
フ
レ
感
が
続
い
て
い
る

よ
う
」（
そ
の
他
の
機
械
・
同
部
分

品
製
造
業
）
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。 

 

【
卸
小
売
業
】か
ら
は
、「
寒
さ
の

せ
い
も
あ
る
の
か
客
足
が
遠
く
感

じ
ま
す
。
成
人
式
の
日
程
を
変
え

る
ま
で
は
そ
こ
そ
こ
需
要
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
一
週
間
早
く

そ
れ
も
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）、「
青
果

物
の
新
年
後
の
動
向
は
厳
し
い
寒

さ
が
響
き
、
野
菜
は
入
荷
減
少
に

伴
う
単
価
高
と
な
り
、
果
物
も
主

力
商
品
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
高
値
と
な
り
、
総
体
的

に
利
益
は
や
や
減
少
傾
向
で
あ
り

ま
す
。
生
鮮
食
品
の
流
通
は
今
後

ま
す
ま
す
変
化
す
る
」（
食
料
・
飲

料
卸
売
業
）、「
卵
・
砂
糖
・
ア
ー

モ
ン
ド
等
原
材
料
が
値
上
げ
傾

向
」（
菓
子
・
パ
ン
小
売
業
）、「
寒

波
の
為
冬
物
在
庫
が
減
少
し
売
上

に
プ
ラ
ス
。
大
口
の
お
客
様
の
注

文
が
例
年
並
み
に
あ
り
。
新
規
受

注
も
あ
る
。
昨
年
発
行
し
た
割
引

カ
ー
ド
の
効
果
が
出
て
き
た
。
た

だ
し
子
供
用
品
が
主
体
で
あ
る

が
、
子
供
手
当
の
効
果
は
見
え
な

い
」（
そ
の
他
の
飲
食
料
品
小
売

業
）
な
ど
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。 

 

１
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

◎
売
上
減
少 

各
業
種
か
ら
、「
当
店
で
は
競

合
店
舗
の
進
出
等
の
影
響
で
前
年

対
比
で
若
干
売
り
上
げ
が
減
っ
て

い
る
が
、
地
区
内
店
舗
の
平
均
で

は
伸
び
て
い
る
」（
そ
の
他
の
各

種
商
品
小
売
業
）、「
初
売
り
は
好

調
で
あ
っ
た
が
、
連
休
明
け
に
は

動
き
が
止
ま
り
、
前
年
数
字
確
保

は
難
し
い
情
勢
で
あ
る
」（
そ
の

他
の
各
種
商
品
小
売
業
）、「
毎
年

盛
況
で
あ
る
初
売
り
は
、
入
店
客

数
は
前
年
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

売
上
高
は
買
い
上
げ
率
客
単
価
の

低
下
に
よ
り
、
前
年
を
若
干
下
回

っ
た
。
セ
ー
ル
で
は
入
店
客
数
は

昨
年
対
１
０
５
．
２
％
と
好
調
で

あ
っ
た
も
の
の
、
売
上
高
は
昨
年

対
９
６
．
３
％
と
い
う
結
果
で
あ

っ
た
。
内
容
的
に
は
入
店
客
数

の
増
加
に
よ
り
飲
食
店
業
種
は

好
調
で
あ
っ
た
が
、
衣
料
品
を

中
心
に
買
い
上
げ
率
の
低
下
が

顕
著
に
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
苦

戦
す
る
店
舗
が
多
か
っ
た
」

（
各
種
商
品
小
売
業
）
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 ◎
価
格
下
降 

各
業
種
か
ら
、「
建
築
新
規
物

件
に
福
祉
関
係
が
多
く
な
っ
て
、

全
体
の
件
数
が
少
な
い
た
め
、
価

格
の
下
降
が
止
ま
ら
な
い
」（
一

般
産
業
用
機
械
設
備
製
造
業
）、

「
採
算
割
れ
販
売
の
回
避
上
、
１

月
か
ら
小
売
価
格
を
値
上
げ
し
た

た
め
、
取
引
先
の
切
り
替
え
が
多

発
し
た
」（
燃
料
小
売
業
）、「
宿

泊
は
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
動
き
が
悪

く
稼
働
一
室
単
価
と
も
に
落
と

す
。
安
価
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

し
す
る
も
稼
働
上
が
ら
ず
。
企
業

の
出
張
費
を
含
め
た
営
業
諸
費
の

引
き
締
め
は
し
ば
ら
く
続
く
と
思

わ
れ
る
」（
ホ
テ
ル
）
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
声
が
上
が
っ
て
き
た
。 

 ◎
エ
コ
ポ
イ
ン
ト 

各
業
種
か
ら
、「
住
宅
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
た
耐
震
＆

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
受

注
が
順
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
」
（
一
般
土
木
建
築
工
事

業
）、「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
期

間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
建
設
業
界
も
少
し
は
よ
く

な
る
の
で
は
な
い
か
」（
一
般

土
木
建
築
工
事
業
）
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。 

 Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」

が
▲
２
８
．
７
に
対
し
、｢

Ｃ
Ｃ
Ｉ

‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ｣

が
▲
３
８
．
７
で
、

柏
の
方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
が
１
０
．
０

ポ
イ
ン
ト
小
さ
い
。「
柏
の
景
気
」

の
方
が
良
い
業
種
は
、
建
設
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
で
、
い
ず
れ
も
１
０
ポ
イ

ン
ト
以
上
良
い
。「
柏
の
景
気
」
の

方
が
悪
い
業
種
は
製
造
業
・
卸
小
売

業
。 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

  全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月   38.0   50.0 21.4   58.6   42.8 
９月   44.7   33.3   6.6   72.0   50.0 
１０月   40.7   40.0 0.0   56.6   53.3 
１１月   32.8   50.0 12.5   51.7   28.5 
１２月   39.7   28.5   14.2   53.8   50.0 
１月   28.7   12.5   30.7   38.4   27.2 

見通し   31.8   12.5   38.4   38.4   36.3 
｢見通し｣は今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 



  

 調査期間：平成23年1月18日～24日 
 
調査対象：全国の408商工会議所が2687業種

     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（1月速報）

全 

国 

の 

業 

況 
 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
一
部
で
好
転
の

兆
し
が
あ
る
も
、
低
水
準
で
推
移 

 

１
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
▲
３
８
．
７
（
前
月
比
▲

０
．
６
ポ
イ
ン
ト
）
と
、
前
月
か

ら
ほ
ぼ
横
ば
い
。
景
気
回
復
に
つ

な
が
る
明
る
い
材
料
は
依
然
乏

し
く
、業
況
は
、昨
年
６
月
以
降
、

低
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
受
注

の
減
少
に
伴
う
価
格
競
争
の
激

化
や
消
費
者
の
節
約
志
向
、
円
高

の
長
期
化
に
加
え
、
こ
こ
に
き
て

多
く
の
原
材
料
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
が
、
企
業
経
営
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
▲
３
８
．
６
（
前

月
比
＋
２
．
１
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ

ぼ
横
ば
い
。
原
材
料
の
一
部
で

は
、
一
段
の
価
格
上
昇
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
厳
し
い
見
通
し
を
訴

え
る
声
が
多
い
も
の
の
、
売
上
の

増
加
な
ど
先
行
き
に
期
待
す
る

声
も
み
ら
れ
る
。 

 【
建
設
業
】「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

仕
入
価
格
が
上
昇
す
る
も
、
公
共

工
事
の
予
算
額
は
確
定
し
て
お

り
、
受
注
価
格
に
転
嫁
で
き
な

い
」（
一
般
土
木
建
築
工
事
業
）、

「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り

需
要
が
増
加
す
る
も
、
原
料
と
な

る
断
熱
材
が
不
足
し
、
工
事
の
進

捗
に
遅
れ
が
出
て
い
る
」（
建
築

工
事
業
）、「
本
年
度
分
の
公
共

工
事
の
発
注
が
ほ
ぼ
終
了
し
て

い
る
た
め
、
受
注
は
当
面
期
待
で

き
ず
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
見
通

し
」（
管
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
中
国
の
旺
盛
な
需

要
に
支
え
ら
れ
、
輸
出
が
好
調
」

（
建
設
・
鉱
山
機
械
製
造
業
）、

「
印
刷
需
要
が
減
少
し
、
低
価
格

で
の
受
注
競
争
が
深
刻
」（
印
刷

関
連
工
業
）、「
今
後
売
上
が
減

少
す
る
見
通
し
で
あ
る
た
め
、
新

規
採
用
の
停
止
や
経
費
節
減
で

事
前
に
対
処
し
て
い
る
」（
そ
の

他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
） 

 
【
卸
売
業
】「
中
国
の
経
済
発
展

に
伴
い
人
件
費
が
高
騰
し
、
仕
入

価
格
が
上
昇
」（
衣
服
・
日
用
品

卸
売
業
）、「
後
継
者
不
足
、
売
上

不
振
に
よ
る
取
引
先
の
閉
店
が

続
き
、
先
行
き
が
不
安
」（
農
畜

産
・
水
産
物
卸
売
業
）、「
依
然
と

し
て
消
費
者
の
財
布
の
ひ
も
が

固
く
、
販
売
単
価
が
減
少
」（
農

畜
産
・
水
産
物
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
初
売
り
セ
ー
ル
に

多
数
の
来
客
者
が
訪
れ
、
各
店
と

も
売
上
が
好
調
だ
っ
た
」（
商
店

街
）、「
雪
の
影
響
で
来
客
数
が

少
な
く
な
り
、
売
上
が
大
幅
に
減

少
」（
百
貨
店
）、「
１
月
か
ら
家

電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
商
品

が
絞
り
こ
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
薄

型
テ
レ
ビ
等
の
売
上
が
減
少
」

（
機
械
器
具
小
売
業
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
正
月
三
が
日

を
過
ぎ
た
途
端
、
来
店
客
が
激
減

し
、
業
況
が
厳
し
い
」（
食
堂
、

レ
ス
ト
ラ
ン
）、「
玉
ね
ぎ
の
仕

入
価
格
が
前
年
比
１
．
５
倍
に
上

昇
」（
そ
の
他
の
一
般
飲
食
店
）、

「
地
デ
ジ
化
に
伴
う
客
室
の
テ

レ
ビ
買
い
替
え
に
よ
り
、
多
額
の

費
用
が
発
生
」（
旅
館
） 

 

１
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

○
円
高
の
悪
影
響 

 

円
高
の
長
期
化
の
影
響
で
、
輸

出
の
減
少
に
加
え
、
取
引
先
が
生

産
拠
点
を
海
外
に
移
す
動
き
が

広
が
っ
て
お
り
、
企
業
経
営
に
悪

影
響
が
及
ん
で
い
る
と
の
声
が

多
い
。 

「
取
引
先
の
生
産
拠
点
の
海
外

移
転
や
国
内
で
の
生
産
調
整
が

影
響
し
、
受
注
が
減
少
」（
相

生
・
船
舶
製
造
・
修
理
業
）、「
円

高
の
影
響
で
、
地
元
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
が
海
外
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
受
注
が
落
ち
込
む

こ
と
を
懸
念
」（
高
崎
・
自
動

車
・
同
属
品
製
造
業
）、「
円
高
に

よ
り
輸
出
市
場
に
お
け
る
欧
州

メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
が
厳
し
い
」

（
大
阪
・
繊
維
機
械
製
造
業
） 

 

○
原
材
料
価
格
の
高
騰 

 

原
材
料
・
食
料
価
格
の
高
騰
を

背
景
に
、
仕
入
価
格
が
上
昇
し
、

製
造
業
を
中
心
に
、
採
算
の
悪
化

を
訴
え
る
声
が
強
い
。 

 

「
鉄
鉱
石
の
価
格
が
上
昇
し
て

お
り
、
生
産
コ
ス
ト
や
収
益
に
悪

影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
」

（
呉
・
製
鉄
業
）、「
こ
こ
４
カ
月

間
で
、
ガ
ス
の
仕
入
価
格
が
３
割

以
上
上
昇
」（
多
治
見
・
陶
磁

器
・
同
関
連
製
品
製
造
業
）、「
砂

糖
と
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
仕
入
価
格

が
上
昇
し
、
経
営
状
況
が
厳
し

い
」（
大
洲
・
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ

ン
） 

 

○
経
済
対
策
で
住
宅
産
業
に
動
き

 

住
宅
関
連
の
経
済
対
策
の
効

果
で
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
増

加
す
る
な
ど
、
関
連
業
種
で
は
好

影
響
が
み
ら
れ
る
。 

「
住
宅
関
連
の
経
済
対
策
の
効

果
で
住
宅
着
工
件
数
が
若
干
増

加
」（
柳
井
・
土
木
工
事
業
）、「
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
住
宅
関
連

減
税
の
効
果
で
、
売
上
が
前
年
を

上
回
っ
て
い
る
」（
松
戸
・
建

設
・
建
築
用
金
属
製
品
製
造
業
）、

「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
１
年

延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
着

工
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
」（
帯

広
・
建
築
工
事
業
） 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月  37.7  56.1  20.0  35.4  43.9  38.8
９月  36.4  48.9  24.7  30.1  37.4  41.5

１０月  40.5  54.4  23.3  34.6  45.6  46.7
１１月  40.6  51.5  27.7  41.3  41.8  45.3
１２月  38.1  50.7  27.1  26.3  39.1  45.0
１月  38.7  48.7  26.8  36.4  37.4  46.8

見通し  38.6  50.9  34.2  37.8  35.9  38.1
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


